
昭和40年度日本気象学会春季大会

研究発表会をかえりみて
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　まえがき
　大阪で開催された春季大会は，地元の方々の並々なら

ぬお骨折によって，非常な盛会のうちに終ることができ

た．ここに厚く御礼を申し上げる．また全く予想しなか

った多数の会員の参加があり，予稿集は第1日午前中に

早くも売切れてしまった．その結果，講演者にも会場の

多数の方々にもご迷惑をおかけしたことを改めてお詑び

申し上げる．このようなことがあったにもかかわらず，

研究発表会は座長のご協力のおかげで，以前に較べ次第

に向上している．

　今回の大会ではとくに研究発表に対して十分な討論が

されるよう努力が払われた．しかしスケジュールの関係

で時間的余裕がなく，たとえば乱流の部会のように，せ

っかく興味深い研究発表があったにもかかわらず，十分

な討論ができなかった場合もある．また部会によっては

取扱った分野が広く，しかも同一主題に1篇づっの発表

しかなかったために会場出席者の関心が集中せず討論が

困難な場合もあった．これらの問題は今後解決をはかる

必要があるが，とくに後者にっいては，聞き手の中に一

度でも発表中の問題を取扱ったことのある研究者がいる

場合には，積極的にコメソトを提出して学会を活発にす

るよう，また聞き手に問題点がよくわかるよう計ること

をお願いしたい．発表した人もコメソトを貰わないと自

分の仕事の位置づけに自信がもてないからである．もち

ろん発表者自身も，聞き手に研究の内容がわかりやすい

ように，研究の目的，方法，結果，そしてできれば今後

の問題点などをよく整理して発表することが必要なこと

はいうまでもない．

　このたび，新しい試みとして，大会における研究発表

のReviewを企画した．その目的は大会に出席できなか

った多数の会員に大会のもようをお知らせするととも

＊　中島暢太郎，沢田竜吉，柳井迫雄，朝倉正，河村

　　武，松本誠一，吉野正敏，三崎方郎，竹内清秀，

　　光田寧，山元竜三郎，神山恵三，丸山晴久，駒林

　　誠，なお小野晃は都合により丸山晴久に変更にな

　　った．

＊＊　天気12巻3号101～119頁参照．同誌に掲載済の研

　　究発表要旨との重複をできるだけ避けた．
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に，今後の大会における研究発表のあり方の反省の一助

とすることにある．今回はさしあたり各座長＊にRev玉ew－

erをお願して原稿を提出していただき，それをもとにし

て講演企画委員会の責任で取り纒めた聯．しかし企画が

急であったため，座長にReviewをお願するのが遅れた

こともあり，最初の試みのため内容は必ずしも全体を網

羅していない．また各研究発表が座長自身のふだんの研

究分野とやや異なる場合もあり，すべての講演に対して

十分な背景を理解しているともいえない．したがって以

下のReviewには意をっくさぬ点もあり，またその中に

取り上げられた研究発表は内容の良し悪しによって選択

されたものでないことをあらかじめおことわりしてお

く．不十分な点は多くの方々のご協力を得て今後よりよ

いものとするよう心掛けて，この企画を続けて行たきい

と老える．（なお成層圏に関するシソポジウムは次号に

掲載を予定している）．

　　　　　　　　　総観気象

　鈴木斉は冬期の大雨時には常に異常乾燥域が先行する

ことに注目して一っのモデルを示した．後で．古橋重利

が夏季にっいても同様な検討をしたがメソ気象の一つの

面白いテーマである．藤範晃雄は春季非常に発達する移

動性高気圧の発達の原因は上部対流圏の高度変化と下部

の層厚変化とどちらが中心になるかを論じた．地方の予

報現場ではこのように数値予報の原理を力学トゥールに

分解することが有効な手段となっている．竹内衛夫・飯

田睦次郎は38年北陸豪雪時の上層切離寒冷渦の構造とエ

ネルギー転換にっいて論じた．切離渦の発達段階に対応

したエネルギー分布の消長モデルをもう少しモデル的に

整理して示して欲しかった．橋本清美は華中に春季形成

される前線を立体的に考察した．他の季節や場所のもの

との比較を示されることがのぞまれる1森幸寿・植木栄

造は大阪管区が低気圧の位置で降雨の終始時刻が予想さ

れるかということで行なった一斉調査の結果の一っとし

て降りはじめの時刻の予想がむづかしいとの結論が示さ

れた．全国的にそういうことがいえるかどうか．太田盛

三も前記の藤範の研究と同様数値予報の傾圧不安定の理

論を地方現業用に散布図方式に簡単化した．海面からの
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1熱収支を考えると単層としては700ミリバールがよいの

ではないかという討論がなされた．平沢健造は主として

等温線からみた台風の発達・衰弱と進路の問題を論じた．

等高線を主に老えている人々には不慣れのため理解し難

一い面が多かつたようで比較検討が望ましい．坂根教闘は

．日本海の波の予報には850ミリバールの風場が最適であ

ることを述べたが，これは船舶資料のない現況を考える

べきで純理論的の立場から地上風を何故眞わないかとい

う質問が出るのは当然である．明戸謙は第2室戸台風の

経験から現用の高潮予想図の改良すべき点を論じた．

　　　　　　　　　　力　　学

　流隼力学的な数値予報の期間を延長するための基本的

な研究努力が，気象庁電子計算室や気象研究所でどのよ

うに進められて居るかの大要を岸保勘三郎・大河内芳雄

・・磯野良徳・菊池幸雄・窪田正八の諸氏の講演を通じて

知ることができた．藤原滋水の台風に関する理論的研究

・はかなり大きなプ・グラムの序説であったが，研究の目

的と，取り扱う物理過程の複雑さを巧妙にコγト・一ル

して成果を挙げてゆかれることを望みたい。後藤大喜夫

の降雪因子につながる研究には，力学的現象としての対

流と，非力学的な量としての水蒸気をむすびっげる物理

過程の処理になお一層の努力を期待した1、・．

　岡村存は長く成層圏を考慮した大気モデルを研究して

．来た1人であり，今回の発表では，カ』2に比例する安定

度を仮定し，また成層圏上端では擾乱による高度変化が

・無いと仮定して従来の諸理論と同様な解を得，有限の西

進速度を得ている．これら諸理論を比較してみると一見

夫々異なった仮定から似たような結果が出て来るので，

不勉強な筆者には一寸奇妙に感ぜられるが，席上村上か

ら指摘されたよう，岡村の3層モデルでは擾乱による高

度変化0という強い仮定が成層圏でされており，実は

Cressman（1958）の扱った自由表面を持っ二層モデルと

’同等なのではないかと思われる．この種の既に多くの理

論の出されている問題を取扱う時には．従来の諸説を批

判的にreviewしてどこが新しい点であるかと示してい

，ただきたいと思う．

　村上多喜雄・戸松喜一は成層圏の突然昇温に伴う超長

波のエネルギー増大，っまりそれまで円対称的であった

．成層圏の流れが楕円形の偏ったpattemを示すようにな

る状態のエネルギー変換量め解析を行なって興味ある結

果を得た．この研究では1957年12月から3ケ月にわたる

500mb，100mb，50mbの天気図に基いてエネルギー変

換量を日々計算している．突然昇温に際し注目される現
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象は，50mb，100mbにおける極夜ジェットの消失，流

れの蛇行化であり，また成層圏における南北温度傾度の

逆転である．

　この期間の波数L2のものの運動エネルギーの急増を

説明するには量的に帯状流の運動エネルギーからの補給

は不足で，対流圏からのエネルギーの供給を老えざるを

得ないとのことである．突然昇温の力学的解釈（順圧不

安定説，傾圧不安定説，対流圏からの強制不安説）に一

っの有力な手がかりを与えるものであろう．

　沢田竜吉は等温位面を座標に用いることによって大気

の潮汐振動の基本方程式に帯状風の分布を導入した．
∂「V

　
（ がeXPlictに微分演算子にか㌧った項が現われるの
りど

で，従来帯状風を入れずに考えられて来た理論がかなり

修正を余儀なくされるであろう．彼はこの方程式を用い

て層モデルを数値的に扱い，大陰潮の振幅や月南中から

のphaseの年変化が，帯状風の年変化で説明され得るこ

とと示した．沢田自身が述べているように，気温垂直分

布の年変化もまた大陰潮の年変化を生じ得るので，更に

量的な比較吟味が必要であろう．

　大井正道は回転水槽を用いたモデル実験にっいて映画

で説明した．一っは回転流体中に障碍物をおいたときの

bottcm　frictionにより擾乱が非対称になることについ

ての実験，他は二重回転装置によるシアーを与えてその

中での波の伝播，安定性をみようとする試みである．定

量的な観測はこれからとのことであるが，理論家との協

力によってこの種の研究をもっと進めていたずきたいと

思う，諸外国の例でも，回転流体の実験から予想外の数

々の発見がなされて来ている．

　　　　　　　　　気候・長期予報

　最近は異常気象が続出しているが，これを直接取り上

げたものはない．しかし，関連のある論文はいくっか見

出される．たとえば，鈴木栄一は過去の資料を用いて，

将来起りうべき極値の推定方法を積雪にっいて発表し

た．これには気候変動が考慮されていないので，さらに

くふうする必要はあるが，応用面は広いのでなかろう

か．これに関連して，気候変動を取扱った研究は2篇あ

った．そのうちの一つは比較的短期間の気候変動を解析

的にしらべたもので，他の一つは山本武夫が日本の歴史

時代の気候変化を史実に求めたものである．

　前者は高橋浩一郎がブリュックナー周期（35年周期）

を気圧，気温，降水量などについて北半球上の分布を解

析したものである．その結果は，今までにすでにわかっ

たことをさらに確めたものと思われるが，どうしてこの

黛天気”12．6．
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ように長い周期の変動がおきているかという点にっいて

一つの老え方を示したのが興味をひいた．それは北極の

高気圧が発達すると降水量が少なくなり，氷が減少する。

そのために地面はより多くの熱を受け，高気圧がよわく

なるとすると現象と一致する．量的にもこの老え方の正

しさを証明することが，今後の問題であろう．これは水

越允治の都市気温分布にっいてもいえることであろう．

　長期予報に関係のある論文は何れも現場にすぐ役立っ

位によくまとめられたものが多い．たとえば吉野正敏の

東アジアにおける梅雨期の4段階をシノプチックに明確

にしたのはその好例といえよう．また，西本清吉は500

mb2か月平均図による雨量の長期予想がかなり成功し

ている方法にっいて発表した．これは力学的に長期予報

一は未開発だから予報できないというのは極論でありすぎ

る．それまでの段階として統計的な方法も有力な方法で

あることを強調していた．このような発言は理論も統計

予報もよくこなす人にしてはじめていえる結論なのであ

ろう．同じようなことは荒井康の500mb相関揚にづい

てもいえよう．曲田等がさきに発表したモデルと同じよ

うにもう少し偏西風長波のメカニズムを解明する方向に

相関解析を進めた結果を期待したい．

　長波を分離するために，時間平均図を用いることがあ

るが，そのようなことをしないまでも成層圏天気図を用

いると長波だけの場が得られる．中島暢太郎はこの点に

着目して，いくっかの例について解析した結果を報告し

た．500mbで3波長が卓越しても30mbでは2波長な：

ので，その対応のさせ方がむずかしいが，それらの変化

中心に着目すると面白い結果がでそうである．将来の発

展が期待されよう．佐藤功の成層圏循環の解析にっいて

も同じことがいえよう．とくに異常気象の原因を成層圏

、に求めると，はっきりあらわれいる点は注目したい．

　　　　　　総観気象（メソスケール）

　メソスケールの研究発表は今回はひじょうにたくさん

あった．そのほとんどが地方気象官署に勤務する方々の

調査研究発表であった．現場での研究に多くの障害があ

る当節ではあるが，今後の一層の発展を期待したい．

　その中でとくに注目されたのが井野英雄の冬季若狭湾

牝形成される前線に関する研究であった．北陸不連続線

1は近年，気象研究所を中心として研究が進められている

が，今日なお不明の点が多い．その一つはこれまで海上

で詳しい資料が得られていないことである．この研究は

たまたま清風丸が若狭湾上で前線を横断した際の観測資

）料をもとにしたca8e　studyであるが，日本海岸に発生
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する不連続線の実態にっいて有力な情報を提供し，その

機構の解明に重要な手掛りを与えるものと思われる・原

見敬二の若狭沖における高気圧圏内の降水の研究ととも

に，これまでとかく余り重視されていなかった海洋の気

象への影響の調査が局地気象の研究に対しても重要であ

ることを示唆している．福井レーダーの開設と相倹って

今後の進展が望まれる．

　ところで現場での総観気象の調査研究は天気予報の目

的に直結するものが多い．出水雅善・立川勝巳による顕

著雷雨の発生と伝播，菊田一郎の四国地方における季節

風型積算量の推算，西川保の和歌山県の南寄りの暴風，

来海徹一の島根県の天気（雨）についての諸研究がその

例である．この種の技術的応用的色彩の濃い研究では，

常に基礎研究の成果を取り入れるとともに，他の地域の

同種の研究との比較も心掛ける必要がある．このような

点で基礎研究者からの助言，たとえば来海の研究で降水

域の大きさとω6。。との関係にっいてのコメソトは非常に

有益である，またたとえば菊田の研究のように非常に労

力がかかる場合が多いだけに，地形表現法など作業方法

は十分，事前に吟味をすることが必要である．それと同

時に機械的作業は電子計算機などを利用する態勢を整備

することも望まれる．また，この種の研究の共通性とし

て資料面での制約を克服することが今後の進歩のために

必要な場合が多い．方面は多少異なるが孫野長治の絹雲

の二，三の観測にっいての今後の研究の進め方は参考に

なる点が多いのではないかと期待される．

　萩谷長男・今田克・渋谷敏郎の低気圧に伴う降雨分布

と小元敬男の寒冷前線の前面に発達する降雨帯にっいて

の研究はスケールは異なるが，非常に丁寧な仕事がされ

ている．とぐに小元の研究は，アメリカ滞在中の研究で

やや大スケールの現象であるが，低気圧の構造の根本的

な間題にも関連する重要な事実の指摘があった．またそ

れと同時にスコールラインの用語に対する現象のスケー

ルがアメリカと日本とで差がある点などとかく不用意に

学術用語を考え勝ちな研究者に対してなされた注意もこ

こに再録する必要があろう．’

　原田朗・後藤昌弘の係留気球による逆転層の観測によ

れば，地上100～300mの比較的一定した高度にはげしい

気温・風速のジャンプを示す層が現われた．この特異な

現象が実在のものであるか否かを断定することはできな

いが，今後技術的に解決すべき問題の所在が示されてい

るようである．昭和39年8月18日～19日豪雨のメソ解析

に関係して，市川清見と菱谷敏郎がそれぞれ論文を発表
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し，活発な討論が行われた．降雨細胞の追跡が詳細に行

なわれ，その数・移動速麦・寿命・新しく発生する細胞

と親細脂との関連にっいてほず一致した見解が述べられ

たが，不安定線と梅雨前線の解析に関してはや・異なる

意見も提出された．この種の解析は各現地官署で行なわ

れているが，それぞれの解析範囲を限定しないで協力分

担することができればさらによい成果がえられるのでは

なかろうか．古橋重利による局地豪雨に伴う乾燥域の存

在は，極めて注目すべき現象である．豪雨との因果関係

については対流不安定（上下方向）もしくはある種の水平

方向の不安定の必要条件とする老え方がある．この論文

では下層の昇温が指摘され，沈降発散が示咬されるので

中規模対流の一環とする見方も生れよう．今後の研究が

望まれる。渡辺和夫は亜熱帯の前線や低気圧に伴う降雨

群にっいて幾っかの解析例を示した。中緯度における従

来の解析例とほず類似の機構が考えられるようである。

たず低緯度では日変化が大きいのでこれを除去すべきこ

と，下層空気は湿潤であるために雨滴よりの蒸発冷却の

効果が小さいことなどに注意しなげればならない．松本

誠一・二宮洗三は寒冷渦中心部に観測されるメソスケー

ル擾乱は降雪にも関連し重要であるとし，地上・レーダ

ー・高層・飛行機観測などよりえられた擾乱の定量的性

質を綜合してみると，界面に発生した重力波的性格が強

いことを指摘した．解析方法として2．5時問移動平均よ

りの偏差値が用いられた．北陸豪雪に関する気象研究所

の総合研究の今後の発展が期待される．

　局地風の問題は古くから注目され，調査・研究も．実

施されて来たが，まだじゅうぶんに解明されているわけ

ではない．また解析の方法も確立されていない．今回の

大会の発表でも，彦根付近に局地的に発達するNWの風

について西本清吉・児玉良三の研究があり，関東・中部

地方全域の局地的気流系について河村武の研究があり，

やまじ風にっいては古川武彦の研究があった．この3研

究はいずれも違った解析の方法をとっており，その点の

比較対照がまず興味深かった．彦根付近の風の場合は，

ある一地点の地表の風の特異性を850mbの地衡風の風

速・風向と関係づけて調査し，特に季節別にまた，その

日変化をも調べた．この方法は，確かにその一地点の風

の局地的特性にっいては詳しく分析できるが，その結果

を地形その他が異なる他の地点へ適用できない．第2番

目の河村武が試みた方法は，分布図をたくさんっくり，

それをタィプわけし，あるいは重ね合わせて，天気図の

パターソとの関連を求めるものである．この方法は，局
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地的な気流系が極めて詳細にわかるし，天気図のパター

ンとの関係もわかっているから予報にも役に立っ．しか

し，ここで試みた冬の季節風下の場合にはこの解析方法

が成功するが，例えば海陸風・山谷風のような日変化を

ともなう風系が卓越する夏の場合，あるいは低気圧が通

過する場合などについては，区内観測所の9時1回の資

料にたよらざるをえない現状では，困難が多かろう．第

3の方法は，古埼武彦の試みたケーススタディーの方法

で，こういう方法はこれまでにも試みられたし，重要で

あるが，自記記録を集めること，記録の精度とその分析

方法などの問題があり，また，局地風は諸条件がある限

界値を越したときに発生するものだが，ケーススタディ

を数多くやらないと，この値がとらえられないという困

難がともなう．いずれも一長一短があるが，これらの方

法をとりまぜて現象を把握しなければならない．また，

局地風といってもいろいろのスケールのものがあり，そ

の気象現象のスケールに応じて，地形のスケールも合わ

せてとらえなければならないことが討論された．

　山本主夫は広戸風ややまじなどの諸理論について批判

し，また，上層風のプ・フィールに注目すべきことを指

摘した．局地風は現象そのものがまだよく観測されてい

ないから，日本ばかりでなく世界各地の観測結果を集

め，その理論も今後の研究にまっところが多いことがわ

かった．

　災害に関しては，奥田穰・奥山志保子による「台風災

害の被害高を要因別に分けることに関する研究」の1編

しか発表がなく，さびしかった．この研究では被害高の

資料を県の人口数や面積などで割って標準化を試みた．

しかし，両対数グラフ，あるいは片対数グラフ上での点の

パラッキはまだかなりあり，災害の統計的分析の難かし

さが分った．今後，続いて発表される成果を期待したい．

　　　　　　　　　気象電気

　この部会では10編の論文が読まれ，近年になく盛会で

あった．特にそのうち8編はサブミク・ンェェ・ゾルを

中心とした間題であって，互に関連の深い発表が相っ

ぎ，二の部会を特色づけるとともに，非常に興味深いも

のとした．

　関川俊男「汚染大気中での大気イオンの測定」関川研

究室「汚染大気中の小イオン濃隻と粉塵濃度との相関々

係」三崎方朗・金沢五寿雄「大イオソ領域と小イオソ領

域における移動度スペクトラムの同時測定」はいずれも

大気イオγの移動度スペクトラムに関するものである．

これらはサブミク・γエエ・ゾルに関すする最も基本的』

織天気”12．6．
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な研究の一分野であるが，三崎・金沢は分解能の高い測

定器によって，スペクトラムの時々刻々の変動を表示

し，その特性を明らかにした．関川は汚染大気中では通

常の小イオン計による測定が妥当でないことを述べた．

三崎も1961年に全く同様の事を指摘しており，小イオソ

測定上注意すべき事柄であるのは明らかであるが，定量

的にその測定の当否を断定するのは全領域のスペクトラ

ムの測定が完成された後にするのが妥当であろう．

　矢野直・前橋紀恵子「サブミク・ン粒子に対する炉紙

の集塵効率のポラックカウンターによる評価」では，ミ

リポアフィルターが異常に高い集塵効率をもっているこ

とにっいて述べた．このこと自身興味深い結論である

が・放射性物質の気中濃度測定と関連して重要な結果で

ある．

　サブミク・ンエエ・ゾルが持っ一っの重要な役割り

は，それが大気中の放射性物質の担い手となることであ

る．これに関連する研究として，中谷茂・関川俊男「放

射性エェ・ゾルの電気的移動度測定」朝来野国彦・矢野

直「ノも生成物のエエ・ゾルヘの附着について」，川野実・

池辺幸正・中島敬行・清水邦保・関口信志「放躯性イオ

ンの形成」「大気中の放射性イオソとエエ・ゾルの相互

関連」が読まれた・中谷の放射性エエ・ゾルの移動度測

定法は新しい試みであり，成功すれば従来より遥かに詳

しい議論を進めることが出来よう．期待される．川野，

池辺等の研究は大気中でR・，筑の崩壊生成物がエエ。

ゾルに附着する過程として，先ず小イオンに附着してい

る状態の実験的験証である．そして更に，名大構内およ

び乗鞍岳における測定から，放射性小イオンと，放射性

エエ・ゾルの関係を示した．

　以上を通じて，従来ともすればなおざりにされ勝ちで

あったサブミク・ンエエ・ゾルも新しい観点から見直さ

れようとしている，その一っの現われがこの部会での発

表の大きな特色であったろうと思われる．

　他の2編の論文，すなわち，近藤五郎「ELFの観測」

は，世界にさきがけてFLFの精密な測定を始めた地磁気

観測所からのもので，ELF自体未だ研究の歴史が浅く，

未知の事柄が多いのは事実ながら，この解析如何によっ

ては地球全体にわたる雷活動度を知ることができるとい

う可能性を示したものであって，気象電気の分野で今日

世界的に要望されている課題である．

　中島正一「大気汚染と索電流」は前回からのっずきで

あるが・気象電気と他の領域の学問，特にこの場合は実

生活と結びっく大気汚染との境界を直接にっく研究とし
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　今季の大会に出された測器関係の研究発表は8篇であ

った．これは例年に比較して多少数が多いように思われ

る．参集者も多く，討議も盛んに行なわれ予定された時

間を，しばしば超過する程であった．

　8篇のうち注目すべきものに，光田寧の超音波風速温

度計があった．ソ連，米国では既に開発が進み大気乱流

の研究，特にその構造の研究に成果をあげていた．わが

国でも二三年前から研究が進められ，京大防災研では，

パルス方式を用い，スパソを50cmとして，1／50c／sま

で記録できるようにしている．これによって，これまで

測定できなかった広範囲の周波数の風速および温度の変

動が，比較的容易に測れるようになり，運動量や熱のフ

ラックスも簡単に知ることができる．特に着目すべきこ

とに，この風速計を3台組み合わせることにより渦度の

測定をすることができることである．今後種々の利用法

が考えられるであろう．しかしまだ完成されたものでは

なく，スパンをもっと縮少する努力，強風でも測定を可

能にすることなどの問題が残されている．．

　つぎに・佐橋謙の湿球温度計については，小型のもの

を使用する時問題とすべきことであり，今後の実験に

よる証明が要望される．木村忠志はUDゾソデの符暑カ

スレの原因である結霜にっいて述べた．市村市太郎は飛

行機で用いられる降水粒子連続記録器の試作について話

した・箔上の痕跡から水滴とあられの別，実験室内での

水滴の痕跡の試験などなお今後の研究が望まれる．当舎

万寿夫のchannel型雨量強度計については，室内およ

び野外での検定および測定の比較が必要であろう．

　気象研究所の雪量計の補捉率の研究，気象測器製作所

の太陽電池式日照計の試作は，いずれも気象業務に直接

関係のあるもので，今後もこういう研究が大いに発表さ

れることが希望される．

乱． 流

　種々の興味深い発表がなされたにもかかわらず充分な

討論を行なう時間がなかったことは残念であった．個々

の発表の内容は予稿集等に示されているとおりである

が・乱流の研究者の興味が，従来の狭い意味での接地気

層内での現象から，より複雑な条件を含む一般的な状態

での現象に移りつつあることが見られるのは注目に値す

る・竹内清秀・伊藤昭三は地面粗度が急変した時の新し

17
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い状態への転移の問題を，井上栄一は植物の間での拡散

を，山本義一・大西外史・田辺治男は地面に非常に強力

な熱源がある場合の問題を，さらに根本茂・三寺光雄・

高橋克已・魚津博士・小林節子は砂面上で飛砂のある場

合の問題を各々理論的な立場から，あるいは観測によっ

て，さらにまた数値実験によって解明しようと努力して

いる．これらの研究はこの間に行われた討論からも明ら

かなとおり実際の社会生活に密接な関係を持つものであ

り，他の分野の研究者からも解決の強く望まれているも

のばかりである．そしてこれらの研究が進まない限り，

現在までに得られている多くの乱流に関する理論的研究

結果と複雑な自然界での現象との間のギャップをなくし

ていくことは困難であろう．また，一方では従来の接地

気層の研究において，見落されていた，あるいは困難さ

のためにあまりなされていなかったような研究を新しい

考えまたは手段によってより深く調べようという努力も

なされている．岡本雅典は温度変動のスペクトルを詳し

く調べようとしており，また花房竜男は超音波風速計と

いう新しい手段によって熱の乱流輸送をより正確に測定

しようとし，坂上治郎はより大規模な拡散の場合の計算

方式を確立するために再検討を試みている．最後の光田

’寧・宮田賢二・田平誠の研究はミク・とメソの中間のス

ケールの現象を特に暴風雨時に調べようとするものであ

、る．

気象衛星・レーダー

　気象衛星による観測が開始され，その資料の利用が具

体的に考えられるようになってから，早くも5年を経過

したが，その資料の正確な解析には，かなり手数のか㌧

る変換が必要である。既に米国気象局やシカゴ大学など

でも，タイ・スによる写真の写真地図への変換引伸装置

を作って使用しているが，渡辺貫太郎は独自の装置を老

案し，その有用性を示した．衛星気象学の華やかな舞台

の裏には，このような地味な研究がなされているという

事実の一例と見られた．

　気象用レーダーの有用性は，改めて申すまでもない

が，レーダーエコーの推移と降水量の分布との定量的対

応に関する一連の研究が大阪管区気象台管内のメソバー

（田中貞三・塩田輝也・山岸米二郎・勝井辰宜）によっ

て発表された．主として台風のレイソバγドに着目して

行われたものであるが，豪雨の量的予報の基礎的調査と

してなされたものであろう．台風通過のような強風時に

おける実際の降雨分布には，かなり局部的な地形も一般
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に大きく影響すると思われるので，それをも具体的に考

慮する必要があるのではないか．それにしても，雨量予

報の精度向上の困難さが今更乍ら痛感される．

　関西地方の予報者にとって頭痛の種である土佐沖低気

圧の唐突な発生に関連したレーダーエコーの調査が成川

二郎によってなされた．今迄シノプティック・アナリシ

スでは充分結果が得られなかったのを，レーダーエコー

で手がかりを得ようとの意図のようであった．比較的小

規模なものとは云え，低気圧の発生の予報に，レーダー

を用いようという試みは全く興味のある事ではあるが，

エコーだげの解析ではなく，シノプティック・アナリシ

スをも同痔に行なう事が望まれる．通常の気象用レーダ

ーに関する研究の池に，柳沢善次・荒井慶子のミリ波測

雲レーダーによる観測結果や小平信彦・柳沢善次のドッ

プラーレーダーの試運転の結果の報告があり，実用化の

努力が期待された。

オゾン・応用気象

　川村清のオゾンおよび二酸化窒素に関する研究は，こ

こ数年来の研究の継続されたもので，海岸ではオゾソが

多いという従来の伝説を，日本としてははじめての地表

面のオゾン測定でくつがえした．また最近自動車の排気

ガスによる大気汚染の場合に，排気ガス中の二酸化窒素

が光化学反応によってオゾン濃度を支配するといわれて

いるが，・スアソゼルス型のスモッグの解明にも一つの

資料を与えた．堀内剛二の熱圏における粒子構造は数年

来の研究の続きで，今回は熱圏での重要な中性粒子の

N2，02に関しての拡散平衡分布より，N2＋，〇＋，02＋，0

の高度別分布を求めたものである．

　根本修・神山恵三の鉄薄膜を用いての大気腐食状態の

研究は，従来大気暴露試験の結果を発表してきたのと趣

を変えて，鉄の真空蒸着膜を作り，これを大気腐食のテ

ストピースに使おうという試みで，細かい短時間の腐食

を問題にするとぎには，この手法が大いに利用されるで

あろうという問題を含んでいた．

　伊東彊自・森口実・佐藤純次・山路勉・橋本梅治・鈴

木義男・庄司光・中野道雄・内藤晴夫による大気汚染の

研究は，汚染都市大阪での発表というだけあって各方面

から聴衆がっめかけていた．いままで冬季のスモッグに

っいての研究はあったが，夏季のそれは少なかった．視

程が良好のときもSO2濃度が大きいことが現われるとい

う，夏季スモッグの問題は注目されよう．また産業都市

の公害防止のために予測れる汚染源の分布から，大気汚

、天気”　12．6．
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染分布図を作製しておこうという問題は興味を引いた．

　“不快指数が70もあるのに快適というのは解せぬ”と

いう声が従来からあったが，それに答える如き東修三の

“不快指数の定義”と，安井豊“血圧と気候との関係”

は生気象に一っの問題を提起した．

　佐藤隆夫の散乱光の計算は200枚近くのスラィドを使

っての正に電子計算機的な労作であった．

　　　　　　　　　雲物理・放射

　今学会は，雲物理学国際会議を間近にひかえているた

めか雲物理関係の講演は例年になく少なかった．

　桜井兼市は“積雲の写真観測”を35ミリカメラの二点

観測及び16ミリムービーを用いて行い，解析を加えた．亡

れは雲力学との関連において重要と思われる．目的意織

をもって今後発展されることを期待する．気象研の“北

陸降雪観測にっいて”は問題提起の段階でまとまった結

論はなかったが八方台においてO　OC付近で氷晶が観測

されたのは興味深い．来年度はドップラーレーダー，小型

R　H　Iレーダーなどが加えられるとのことである．浜昊

一・高木昇は伊吹山の観測で巨大塩核が雲水量に比例し

ていることを確めた．山下晃はTodらよりも簡単な装置

で雲粒，氷晶のレプ》ガによる測定法を試み好結果をえ

た．雲粒の補正を行い航空機用測器として完成されるこ

とを希望する．武田京一・岸田允恭は九州地区人工降雨

実験で昨年のドライァイスと同様，沃化銀によるseeding

で降水要素が形成さされたことをレーダーによりはっき

り確めた．

　佐藤淑子・小野晃は以前から大気化学や降水の化学の

分野で問題にされていた大気中のエエ・ゾルのNa＋と

Cl｝の含有比率について凝結核の物理の立場からメスを

入れたものである。この研究によって具体的にNaの多い

粒子が何で，Clの多い粒子が何であるかがわかりはじめ

た．混合核の起原と微細構造の研究へ進むことを期待し

たい．両氏は同じ発表の中で雨水やダストの水溶液に紫

外線を当てた時に発する螢光とウラニンの螢光との差異

を報告した．拡散実験や人工降雨でウラニンを散布した

場合に検出の妨害を受けない波長がこれでわかったが，

句故その波長の螢光が自然物にないのか，あるいは過去

にこの種の研究がすでにあるかどうかがよく調べてない

，と測定メモどまりで論文にはなりにくい．

　孫野長治・中村秀臣の研究は氷から免脱する気泡に電

荷が乗っているかどうかを見る実験で，ケ・シソの底に

沈んでいる氷がとけて気泡が上昇するとき，電場をかけ

ると気泡が一方の電極のそばへ吸い寄せられる．いかに
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も孫野氏らしい着想で生の実験ノートを広げるように発

表が行なわれた．質疑応答は気泡の動きの解釈について

行なわれ，気泡の空気の中に初めに荷電があったとして

もケ・シソに捕われて気泡から失われるのではないか，

また誘電体の中の空洞の運動は中の空気に働くbody

forceに支配されるか，あるいは泡壁の分極により強く

支配されるか（elcctros雁ction）が問題になった．実験結

果よりも前段階の所に質問が集中した感がある．実験ノ

ートをそのま・見せる方法の発表には「引き寄せられた

気泡が決して電極に附着しない」など興味ある事実を聞

き手にあたえる一方，欠点として今回のように肝心の実

験結果の討論にまで行かないことがある．これをさける

ためには測定法の原理に関するチエックの実験や気泡に

かかる各種のカのオーダーエスティメイシヨソなどにつ

いて発表者が一応の統一見解を持って登壇すれば実験結

果に有効に討論が集中するだろう．

　次いで丸山晴久・北川寿江は近年オーストラリヤの一

派が重視している月令と降水量との関係が日本において

も見出されることを発表した．伝統的に統計に強い応用

研お得意の仕事でぎれいにまとめてある．この種の問題

のむずかしさはむしろ今後の扱い方にある．即ち得られ

た月令と雨量との関係を足がかりにして次にどの問題へ

進むべきかを決定しにくいことである．両氏は地球外か

ら大気上層へとりこまれるdustの濃度が大気潮汐の影

響で変ることを念頭においているようにみえるし，今迄

長年自然氷晶核の測定を行なっているから，氷晶核を骨

格にして進む積りであろう．この場合，地球周辺の宇宙

ダストの運動方程式を整然と立てて計算機で解き，月や

太陽が地球大気へのダスト捕捉におよぼす影響について

力学的見解を打出しておかないと，仲々オーストラリヤ

ー派をぬくことがむずかしいと思われる．

　次いで行なわれた放射に関する発表の要点は山本義一

・田中正之・紙谷和夫は窓領域の波長にっいて種々の厚

さの散乱体の層（雲）があるとき下方から入射した赤外

線が層の上端から上へ出るその出方を計算した．リムブ

ライトニソグを示す解の曲線の中にある角度で小さな極

大をもっものがあり，その存在について質疑があった．

また計算の目的に関して，雲が全くない場合に人工衛星

の窓領域赤外検知機に届く放射は地表から出る黒体放射

と単純にみなしてよいかどうかについての意見が聞かれ

た．

　嘉納宗靖は混濁大気の中のRadiative　tr＆nsferを扱

うために，一っの近似法を発表した．
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